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T E L 0 3 － 3 2 7 8 － 6 7 5 0 （ 代 表 ） 

    
負荷の高い計算を高速処理できる分散計算処理機能を搭載 

任意のユーザ設定で、損益シミュレーションやリスク量算出が自在に可能 
シングルネーム、バスケット、インデックス（※1）の取引に対応 

 

三井住友銀行から 
クレジット・デリバティブ システム開発案件を 

受注・納入 
 

シンプレクスが開発した、国産では唯一（※2）のクレジット・デリバティブ対応 
デリバティブ統合管理パッケージシステム「PRISM（プリズム）」を採用 

 
「PRISM」の採用は、大手総合証券 2 社につづき、三井住友銀行が 3 社目に 

 
    

金融機関の収益業務（フロント業務）に特化して、同業務を支援するシステム・インテグレーション（システム開

発）やサービス事業を展開する株式会社シンプレクス・テクノロジー（以下「シンプレクス」）は、株式会社三井住

友銀行（頭取：奥 正之、以下「三井住友銀行」）のクレジット・デリバティブ システム開発案件を受注・納入しまし

た。 

 

当案件で受注・納入したシステムは、シンプレクスが開発したデリバティブ統合管理パッケージシステム「PRISM

（プリズム）」を、三井住友銀行向けにクレジット・デリバティブの取引管理機能に特化して構築したシステムです。

取扱可能な商品として、クレジット・デリバティブ市場で一般的なシングルネームのほか、ファースト・トゥ・デフォ

ルトに代表されるバスケット取引、クレジット・デリバティブ市場における各種指標を参照したインデックス取引に

対応し、約定管理、時価評価、リスク量計算、損益変動シミュレーション及びコンファメーション出力など、フロント

オフィス（※3）からバックオフィス（※4）までの業務をフルサポートします。 

また、このシステムでは、損益・リスク量計算で発生するシステム負荷を、分散計算処理機能を用いて細分化す

ることで、処理速度を高速化できます。その他にも、任意のユーザ設定での緻密な分析が可能なリスク管理機能

や、細かな権限・ログの管理が可能なコンプライアンス対応機能なども充実しています。 

 

なお、当該契約によるシンプレクスの当期業績予想の変更はありません。 

 

■「PRISM」が三井住友銀行に採用された経緯 

ここ数年、リスクの分散を主な目的とした金融商品化・証券化等の取引が世界的に急増しています。社債や貸



 

付債権の信用リスクを定量化し、そのリスクをスワップやオプションの形式で取引するクレジット・デリバティブに

ついても、市場規模は拡大し続けています。 

こういった状況下、三井住友銀行では、クレジット・デリバティブに関する取引量増加への対応や、新商品の追

加、計算機能の強化及び処理速度の向上などが課題になっていました。そこで今回、三井住友銀行はクレジッ

ト・デリバティブ取引管理システムの新規構築を検討し、その結果として、シンプレクスのデリバティブ統合管理

パッケージシステム「PRISM」が採用されました。 

当案件で「PRISM」は、三井住友銀行から機能面・性能面における完成度の高さ、拡張性の高さ、及びその実績

が評価されました。加えて、シンプレクスによる機動性の高いサポート体制及び金融システム開発における高い

技術力についても期待されています。 

 

■デリバティブ統合管理パッケージシステム「PRISM」について 

当案件ではクレジット・デリバティブに特化した機能となっていますが、シンプレクスは「PRISM」を、仕組債をはじ

め、仕組系スワップ、通貨オプション、エクイティ・デリバティブなど、デリバティブ全般を統合管理できるシステム

として、展開しています。（詳細は添付資料をご参照ください。） 

そして「PRISM」は、銀行や証券会社をはじめとした金融機関の収益機会の最大化、きめ細かなリスク管理、コン

プライアンス対応など、デリバティブ取引に関わる業務をフルサポートします。 

 

※ 1）シングルネーム、バスケット、インデックス 

クレジット・デリバティブの商品カテゴリ名。バスケットやインデックスは、シングルネームのクレジット・デリバティブを組み合わせた商品のため、
例えばリスク量を計算するためには、非常に複雑かつ大量の計算量が必要となります。 

 

※ 2）国産では唯一 

現在、金融機関向けに販売されているクレジット・デリバティブに対応した取引管理システムは、基本的に海外のパッケージシステム製品で
す。そのため、例えば、機能の拡張や改変の際に、開発元の海外の会社とのやり取りが発生するため、コスト的にも時間的にも大きなロスが

発生する場合が多くあります。 
これに対してシンプレクスが開発した「PRISM」はクレジット・デリバティブに対応した唯一の国産取引管理システムです。そのため、純国産・
自社開発のシステムだからこその機動性の高いサポート体制を実現しています。また、ヘッジシミュレーションに代表される各種機能につい

ても、世界的に類のない先進かつ高度な機能を搭載しています。 
 

※ 3）フロントオフィス 

金融機関において、デリバティブ、債券、株などに代表される金融商品を取引することによって収益をあげる部門を指します。 

 

※ 4）ミドルオフィス・バックオフィス 

金融機関において、フロントオフィスが行う金融商品の取引に関わるリスク管理を行う部門を指します。 
フロントオフィス、ミドルオフィスのほかには、取引後の会計事務処理などを行うバックオフィスとよばれる部門があります。 

株式会社シンプレクス・テクノロジー（東証一部：4340） 

東京都中央区日本橋 1-4-1 日本橋一丁目ビルディング 15 階（〒135-0001） 
代表取締役社長 金子英樹 
http://www.simplex-tech.co.jp/ 
 
シンプレクスは、金融機関のフロントオフィス業務（収益業務）分野におけるシステム開発のリーディングカンパニーです。1997 年の会

社設立以来、大手総合証券や都市銀行などでのディーリング・リスク管理に代表されるフロント業務を高いレベルでサポートできる最

先端かつ高品質のコンサルティング・システムソリューションを提供し、国内大手、外資系など数多くの金融機関で豊富な実績を誇っ

ています。 

また、当社のシステムソリューションは、デリバティブ、仕組債、債券、資金・担保、為替、株式など、ほぼすべての金融商品に対応して

います。 
 

■システム開発、コンサルティングに関するご相談・お問い合せ先 

営業担当：木之上 
Tel: 03-3278-6756  eMail: sales@simplex-tech.co.jp 
 

■本件に関するマスコミの方のお問い合せ先 

アドミニストレーショングループ：瀬尾・平田 
Tel: 03-3278-6750  eMail: ir@simplex-tech.co.jp 



 

添付資料 

 

■デリバティブ統合管理システム「PRISM」の内容、および特長 
（以下は「PRISM」のパッケージ内容であり、当該案件で納入したシステムの内容とは異なります） 

 

フロントオフィスからミドルオフィス、バックオフィスまですべてサポート 
「PRISM」は、フロントオフィス業務（以下フロント）、ミドルオフィス業務（以下ミドル）、バックオフィス業務（以下バック）で、同じリスク評価

モデルを使用してリスク評価計算を行うことができ、リスク評価計算結果もワークフロー機能により管理できます。 

 

詳細なリスク評価計算が可能 
市場の様々な変化に対応できる様、リスク評価に関わるすべてのパラメータをユーザが任意に設定し、リスク評価計算を行うことが可能

です。（例えば、任意のマーケットデータを選択し、イールドカーブを描画することなども可能です。） 

フロントで必要とされるユーザが作成したシナリオに基づいたリスク評価、ミドル、バックで必要とされるグリッドセンシティビティ計算など

統合的なリスク管理が可能です。 
 

フレキシブルな分散計算機能と高速分散計算処理 
「PRISM」は、分散計算処理機能により、リスク量算出など、リスク管理業務のボトルネックとなる複雑かつ大量の計算処理を短時間で完

了できます。また、柔軟な設計の「PRISM」分散計算プラットフォームにより、システム導入時の将来的な拡張に備えたオーバースペック

なシステム投資は必要なくなります。 

つまり、システム導入当初のハードウェア構成は最小限にしておくことができ、導入後の必要に応じてハードウェアを追加することでフレ

キシブルな処理能力の強化が実現します。 
 

フロント向けにリスク評価モデルの共有が可能な Excel 連携機能を実装 
Excel 連携機能により、フロントユーザは「PRISM」のリスク評価モデルを Excel からも利用してリスク評価計算を実行できます。またフロン

トユーザは、「PRISM」と連携して Excel を使用することで、金融商品の追加が簡単になり、新商品の追加も素早く対応できます。 
 

豊富な商品対応 
クレジット・デリバティブ（シングルネーム、バスケット、インデックス）、金利系仕組債、仕組系スワップ、為替オプション、エクイティ・デリバ

ティブなどに対応。 

 

対応商品をモジュール化し、システム導入時に自由にセレクト。導入後の追加も簡単 
「PRISM」は、対応する金融商品をモジュール化することにより、お客様のニーズに合わせて、導入時の対応商品を自由にセレクトして

いただけます。 

クレジット・デリバティブだけ、金利系仕組債だけ、為替オプションだけといったシステム構成も可能です。システム導入後の対応商品追

加にも対応しています。 
 

評価モデルを標準で搭載、任意のロジックを選択して評価可能。独自ロジックの追加も簡単 
「PRISM」のには、シンプレクスの評価モデルが標準で搭載されています。 

金利系商品の評価には、フォワード・スワップ・レートが対数正規分布に基づくと仮定したモデルのほか、LIBORをモデル化したBGMモ

デル。マルチコール・オプションの評価には、シミュレーションにより金利パスを発生させ、最小自乗モンテカルロ法を搭載しています。

また、モデルの入れ替えや、お客様独自の評価モデルの追加も簡単です。 

複数の評価モデルが搭載されている場合、評価計算に使用するモデルをユーザがその都度自由に選択できます。 

 

世界で唯一の高度なヘッジシミュレーション機能を実装 
複雑に組まれたデリバティブのリスクに対し、そのリスクをヘッジしたい金融商品を選択することで、ヘッジ可能なリスク量と、ヘッジする

際に発生するコストをシミュレーションできます。 

ヘッジ対象も、PRISM で管理している債券、為替オプション、スワップのほか、債券先物、債券先物オプション、金利先物、金利先物オ

プションなど、豊富な金融商品から選択可能です。 


